
社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和2年12月1日発行 視覚に障がいのある方等で、広報誌の音訳
テープを聞いてみたいと思われる方は、社
会福祉協議会までお知らせ下さい。

第62号
地域で暮らす一員として、だれもがボランティア活動を行いたいものです。できることをできるだけ！

こちら側からの２ページは、ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ https://www.nomi-shakyo.jp

〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1　能美市ふれあいプラザ　2階
◉ 法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ ファミリー・サポート・センター （☎ 0761－58－6230　FAX 0761－58－6250）
◉ くらしサポートセンターのみ （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市社会福祉協議会 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 寺井あんしん相談センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市老人福祉センター 白寿会館 （☎ 0761－55－3149　FAX 0761－55－3149）
◉ 能美市寺井老人福祉センター 亀齢荘 （☎ 0761－57－2323　FAX 0761－57－4585）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp/vc

能美市ジュニアボランティアクラブ活動中‼報告

最新ボランティア登録数
11.6（R2.11.6 現在）2,353人（個人も含め）97グループ

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、
本会までご一報いただけると幸いです。

　能美市ボランティア連絡協議会の田中玉美会長より「ボランティアは相手を思いやるこ
とと、自分が出来ることから始めることが大切」とのお話を聞き、参加者全員で12月まで
の体験の心がまえを学びました。
　また、ボランティアグループの「能美市赤十字奉仕団チーム20」の指導により、車イス
やアイマスクの介助体験を通して、ボランティア活動の基本を学びました。
　その後、久木直子氏（中町在住）、本多裕子氏（東任田町在住）と共に体験して感じ
たことを話し合いました。

障がいへの理解（車イス・アイマスク体験）
を楽しく学びました。

障がいのあることや、日々の生活について話してもらいました。
子どもたちからは、疑問に思ったことなど、質問がいっぱい出されました。

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連載No.27　mama’s farm 吉川農園  上開発町

　市内の5保育園の年長児を収穫体験に招待して、23年になります。核家族化が進み、祖父母の畑の周りで子どもたちが遊ぶ姿はほと
んど見られなくなりました。自身が子ども時代は田んぼを走り回って遊び、祖母の野菜収穫を手伝って、毎日美味しい野菜を食べていまし
た。その豊かさを我が子にも教えてあげたいと思い、同時に他のお子さんにも経験さ
せてあげたいなと思って大根や小松菜の収穫体験を始めました。
　畑の匂いを嗅ぎながら、自分で収穫した喜びは少なからず思い出として残るので
はないかと考えます。小松菜を採る時は鎌の指導をして、手を切らないように見守りま
す。自分が収穫した野菜が気になり、おうちで調理の手伝いをしたくなるそうですよ。
　野菜の好き嫌いが少し減ってくれたらなという期待も込め、農家だから出来ること
で子どもたちを応援したいと思います。 mama’s farm 吉川農園　

吉川　香里
保育園児による小松菜の

収穫体験

★11月28日（土）　10：00～11：30　市ふれあいプラザ

★11月14日（土）　10：00～12：00　市ふれあいプラザ
・開講式・全体説明・ボランティアについて説明

・Withコロナ‼応援メッセージ（絵手紙）などの作成
　～福祉施設への展示～
★12月12日（土）　10：00～12：00　市ふれあいプラザ
・歳末たすけあい募金活動をしよう！
・Withコロナ‼応援メッセージを受け取った福祉施設職員の
　皆さんの様子を確認

能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

「ボランティアセンター」だより

 P.2 能美市社会福祉大会
 P.3 石川県社会福祉大会／能美たすかったわ～大賞作品募集
  ファミリー・サポート・センター養成講座閉講
  赤い羽根 街頭募金
 P.4 ヒント探し講座【入門編】修了／【実践編】開催中
 P.5 地域福祉委員会特集／フードドライブ報告・第3弾案内
 P.6 相談日のお知らせ／これからの予定／寄付御礼
 P.7～8 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

　地域では、コロナ禍のなか、感染症
予防対策をとりながら、少しずつ、い
きいきサロン等が再開されています。
参加者同士の身体的な距離は離れ
ていても、心のつながりを保ちなが
ら、“Withコロナ”で過ごしましょう。
　各あんしん相談センターでは、高
齢者の健康に関することや認知症予
防などの出前講座も行っています。

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。

目次

地域福祉推進のマスコット
のみんちゃん

Withコロナ！
感染予防を行いながら、活動中です！
Withコロナ！
感染予防を行いながら、活動中です！

親子サロン
（密をさけて開催しています。
　ママ友相談もあわせて行っています。）

ミニデイサービス ほがらか会
（距離をとって楽しくおしゃべり）

九谷町いきいきサロン
（寺井あんしん相談センターの出前講座を受講）
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　10月1日（木）から全国一斉にスタートした、赤
い羽根共同募金運動。今年も初日に、アルビス寺
井店において、共同募金委員会役員の皆さんと有
志で参加してくれたお子さんと一緒に感染予防対
策をとりながら街頭募金を行いました。今年は、
コロナ禍だからこそ、共同募金運動における共通
助成テーマ「つながりをたやさない社会づくり～
あなたは一人じゃない～」を掲げ、運動展開を図
っています。また、PRの一環で「劇場版「鬼滅の刃」
無限列車編」と赤い羽根共同募金とのコラボレー
ション企画として、窓口で一定額以上の募金をさ
れた方に、特製クリアファイルをプレゼントして
います。
　誰もが安心して暮らすことが出来る福祉のまち
づくりへのご理解とご協力をお願い致します。

赤い羽根 街頭募金！！赤い羽根 街頭募金！！

第
69
回 

石
川
県
社
会
福
祉
大
会

第
69
回 

石
川
県
社
会
福
祉
大
会

能美市ファミリー・サポート・センター

第16回 能美市社会福祉大会を開催第16回 能美市社会福祉大会を開催
今年の大会は、コロナ禍の中、感染予防に配慮し、密を避けて開催されました。
9月25日（金）、辰口福祉会館において、永年にわたり社会福祉活動に尽力された

5団体と25名の皆様が社会福祉功労者等表彰を受けられました。
心よりお祝い申し上げますとともに、今後益々のご活躍をご祈念いたします。

社会福祉功労者等表彰 （25名5団体） （敬称略）

感　謝　状

謝辞を述べる元木氏受賞された皆様

沐浴の説明に真剣に耳を傾ける受講者

奨　励　賞

社会福祉功労者表彰
社会福祉活動者 ・ 団体

山本　多津子

倉重町いきいきサロンひさご会 寺井町山道サロンひなたぼっこ
末信町公民館開放・いきいきサロン＆カフェ 吉光町いきいきサロン

苺の会 （代表 ： 山﨑 綾乃　会員数：11名）

　社会福祉協議会の理事・評議員として、また民生委員・児
童委員（市・辰口地区会長も歴任）として永年務められ、豊富
な経験と幅広い見識をもって能美市全域の地域福祉活動の向
上に寄与された。

長田　壽博
　社会福祉協議会の理事・評議員として、また民生委員・児
童委員（市・根上地区会長も歴任）として永年務められ、豊富
な経験と幅広い見識をもって能美市全域の地域福祉活動の向
上に寄与された。

西田　外喜夫
　社会福祉協議会の評議員として、また民生委員・児童委員（寺
井地区会長も歴任）として永年務められ、豊富な経験と幅広い
見識をもって能美市全域の地域福祉活動の向上に寄与された。

西出紀代美
　社会福祉協議会の理事・評議員として永年務められ、豊富
な経験と幅広い見識をもって能美市全域の地域福祉活動の向
上に寄与された。

過去5年間において、いきいきサロンを年間平均12回以上開催し、地域ぐるみで高齢者等の閉じこもり予防や
見守り活動を実施

老人クラブの絵手紙教室に集まった仲間で、月2回白寿会館で定期的に集まり、配食弁当の掛け紙を作成し提供。

社会福祉団体役 ・ 職員
栗山よしみ （能美市ボランティア連絡協議会）
中田　紀子 （能美市ボランティア連絡協議会）
櫻井　隆雄 （能美市遺族会）

國分　谷彦 （能美市ボランティア連絡協議会）
佐々木敦子 （能美市遺族会）

社会福祉施設役 ・ 職員
西山　淳也（湯寿園） 北口　麻由（湯寿園）  松本　篤美（湯寿園）
髙橋　亜紀（一歩） 北村　誠浩（デイサービス零） 石塚　与志生（星が岡牧場） 
元木　敬之（ボニュール根上苑） 竹本　　哲（ボニュール根上苑） 松浦　友香（ボニュール根上苑）
岡本　友子（ボニュール根上苑） 水戸菜穂美（ボニュール根上苑） 西手奈津姫（ボニュール根上苑）
前田　裕子（能美市立保育園） 喜多　一実（能美市立保育園） 向　　秀三（能美市社会福祉協議会）
西出　明美（能美市社会福祉協議会）
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　10月13日（火）から6日間の日程で開催され、「子育ての
社会的支援」として、訪問時の心構えとコミュニケーショ
ンスキルを学び、助力を必要とする人へのより良い支援の
かたちを考えたり、沐浴の実習、心肺蘇生やAEDなどの体
験を行いました。
　参加者からは、『講義だけではなく、実践も交え楽しく
学べた』、『何度、体験してもいざという時はどきどきする
と思う』との感想が聞かれ
ました。
　ファミリー・サポート・
センターでは、安全に安
心して活動を行うために、
年間を通して研修会や会
員交流の機会を設けてい
ます。
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　10月1日（木）から全国一斉にスタートした、赤
い羽根共同募金運動。今年も初日に、アルビス寺
井店において、共同募金委員会役員の皆さんと有
志で参加してくれたお子さんと一緒に感染予防対
策をとりながら街頭募金を行いました。今年は、
コロナ禍だからこそ、共同募金運動における共通
助成テーマ「つながりをたやさない社会づくり～
あなたは一人じゃない～」を掲げ、運動展開を図
っています。また、PRの一環で「劇場版「鬼滅の刃」
無限列車編」と赤い羽根共同募金とのコラボレー
ション企画として、窓口で一定額以上の募金をさ
れた方に、特製クリアファイルをプレゼントして
います。
　誰もが安心して暮らすことが出来る福祉のまち
づくりへのご理解とご協力をお願い致します。

赤い羽根 街頭募金！！赤い羽根 街頭募金！！
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石
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能美市ファミリー・サポート・センター

第16回 能美市社会福祉大会を開催第16回 能美市社会福祉大会を開催
今年の大会は、コロナ禍の中、感染予防に配慮し、密を避けて開催されました。
9月25日（金）、辰口福祉会館において、永年にわたり社会福祉活動に尽力された

5団体と25名の皆様が社会福祉功労者等表彰を受けられました。
心よりお祝い申し上げますとともに、今後益々のご活躍をご祈念いたします。

社会福祉功労者等表彰 （25名5団体） （敬称略）

感　謝　状

謝辞を述べる元木氏受賞された皆様

沐浴の説明に真剣に耳を傾ける受講者

奨　励　賞

社会福祉功労者表彰
社会福祉活動者 ・ 団体

山本　多津子

倉重町いきいきサロンひさご会 寺井町山道サロンひなたぼっこ
末信町公民館開放・いきいきサロン＆カフェ 吉光町いきいきサロン

苺の会 （代表 ： 山﨑 綾乃　会員数：11名）

　社会福祉協議会の理事・評議員として、また民生委員・児
童委員（市・辰口地区会長も歴任）として永年務められ、豊富
な経験と幅広い見識をもって能美市全域の地域福祉活動の向
上に寄与された。

長田　壽博
　社会福祉協議会の理事・評議員として、また民生委員・児
童委員（市・根上地区会長も歴任）として永年務められ、豊富
な経験と幅広い見識をもって能美市全域の地域福祉活動の向
上に寄与された。

西田　外喜夫
　社会福祉協議会の評議員として、また民生委員・児童委員（寺
井地区会長も歴任）として永年務められ、豊富な経験と幅広い
見識をもって能美市全域の地域福祉活動の向上に寄与された。

西出紀代美
　社会福祉協議会の理事・評議員として永年務められ、豊富
な経験と幅広い見識をもって能美市全域の地域福祉活動の向
上に寄与された。

過去5年間において、いきいきサロンを年間平均12回以上開催し、地域ぐるみで高齢者等の閉じこもり予防や
見守り活動を実施

老人クラブの絵手紙教室に集まった仲間で、月2回白寿会館で定期的に集まり、配食弁当の掛け紙を作成し提供。

社会福祉団体役 ・ 職員
栗山よしみ （能美市ボランティア連絡協議会）
中田　紀子 （能美市ボランティア連絡協議会）
櫻井　隆雄 （能美市遺族会）

國分　谷彦 （能美市ボランティア連絡協議会）
佐々木敦子 （能美市遺族会）

社会福祉施設役 ・ 職員
西山　淳也（湯寿園） 北口　麻由（湯寿園）  松本　篤美（湯寿園）
髙橋　亜紀（一歩） 北村　誠浩（デイサービス零） 石塚　与志生（星が岡牧場） 
元木　敬之（ボニュール根上苑） 竹本　　哲（ボニュール根上苑） 松浦　友香（ボニュール根上苑）
岡本　友子（ボニュール根上苑） 水戸菜穂美（ボニュール根上苑） 西手奈津姫（ボニュール根上苑）
前田　裕子（能美市立保育園） 喜多　一実（能美市立保育園） 向　　秀三（能美市社会福祉協議会）
西出　明美（能美市社会福祉協議会）

　
10
月
27
日（
火
）、
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
５
４
３
名
43
団
体
に
対
し
、
社
会
福
祉
功
労
者
等
知
事
表
彰
、
並
び
に
石
川
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
能
美
市
関
係
の
被
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
22
年
３
月
に
シ
ル
バ
ー
世
代
の
仲
間
で
結
成
。 

辰
口

地
区
の
環
境
整
備
を
中
心
と
し
た
地
域
貢
献
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

社
会
福
祉
事
業
従
事
者 （
１
名
）

高
塚  

亮
三
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
お
ぞ
ら
）

社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
役
員
等 （
１
名
）

新
川  

葉
子
（
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者・活
動
団
体 （
１
団
体
）

元
気
で
や
ろ
う
会

    

（
代
表
者
／
山
西 

哲
夫
　会
員
数
／
16
名
）

石
川
県
知
事
表
彰 
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
従
事
者 （
19
名
）

大
橋  

薫
　
　吉
岡 

真
寿
美（
以
上  

通
所
介
護
事
業
所
和
楽
）

打
田  

直
大（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湯
寿
園
）

田
中  

真
由
美 

森
田  

純 

龍
角  

真
弓

山
邊  

克
敬 

宮
崎  

謙
治 

荒
納  

由
佳

村
上  

好
正 

中
田  

圭
子 

新
本  

ゆ
か
り

本
瀬  

美
智
代 

吉
田  

和
子 

濱
田  

留
美
子

西
方  

洋
子 

長
谷  

裕
美
子

渡
辺  
裕
子（
以
上  

社
会
福
祉
法
人
喜
峰
会
）

紺
谷  
知
佳（
星
が
岡
牧
場
）

石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰 

（
敬
称
略
）

　10月13日（火）から6日間の日程で開催され、「子育ての
社会的支援」として、訪問時の心構えとコミュニケーショ
ンスキルを学び、助力を必要とする人へのより良い支援の
かたちを考えたり、沐浴の実習、心肺蘇生やAEDなどの体
験を行いました。
　参加者からは、『講義だけではなく、実践も交え楽しく
学べた』、『何度、体験してもいざという時はどきどきする
と思う』との感想が聞かれ
ました。
　ファミリー・サポート・
センターでは、安全に安
心して活動を行うために、
年間を通して研修会や会
員交流の機会を設けてい
ます。

令
和
２
年
度
春
ま
ち
ぽ
か
ぽ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
賛
事
業

〜
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
♡
♥
〜

〝
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
た
す
か
っ
た
〜
、う
れ
し
〜
か
っ
た
話
〞 

１
０
０
文
字
作
文
募
集
♪

〝
能
美
た
す
か
っ
た
わ~

大
賞
〞

　〝
コ
ロ
ナ
禍
の
今
〞だ
か
ら
こ
そ
住
民
同
士
が
互
い
の
存
在
を
大
切
に
思
い
、
そ
こ
か
ら
見
え
た
新
た
な

助
け
合
い
や
つ
な
が
り
で
、
地
域
の
中
で
助
け
た
り
助
け
ら
れ
た
り
す
る「
お
互
い
さ
ま
」の
行
動
に
、
嬉
し

か
っ
た
こ
と
や
感
謝
の
気
持
ち
を
描
い
た
１
０
０
文
字
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
　
令
和
３
年
１
月
12
日（
火
）〜
令
和
３
年
２
月
10
日（
水
）必
着

※

応
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
２
月
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
に
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
度
募
集
し
て
い
る『
能
美
ぽ
か
ぽ
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』に
つ
い
て
、
今
年
度
は
、
市
内
福

祉
施
設
職
員
を
対
象
に「〝
き
ら
り
☆
福
祉
の
魅
力
〞フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」と
形
を
変
え
て
実
施
し
ま
す
。

With
コロナ
With
コロナ
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★「歳末助け合い入札展」
期間：１２月１１日（金）～１３日（日） 会場：寺井地区公民館

ぜひ、フードドライブと併せて入札にもご参加してみませんか！

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】修
了（
全
３
回
）

　
10
月
１
日
に
開
講
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
、

【
入
門
編
】は
、11
月
26
日
を
も
って
、全
３
回
の
講
座
を
終
え
ま
し
た
。今
年
は
、コロ

ナ
禍
で
あ
る
た
め
、感
染
予
防
対
策
を
と
り
、日
程
も
短
縮
し
て
行
い
ま
し
た
。参
加

者
は
、地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
福
祉
推
進
員
及
び
町
会
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
等

で
、26
町（
内
）会
か
ら
40
名
の
受
講
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
、金
城
大
学 
社
会
福
祉
学
部 

内
慶
瑞
教
授
よ
り『
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の

し
あ
わ
せ
づ
く
り
〜
新
た
な
時
代
で
の「
共
に
生
き
、寄
り
添
う
暮
ら
し
」を
探
そ
う

〜
』の
講
義
が
あ
り
、コロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、互
い
に
繋
が
り
合
い
、助
け
合
え
る

町
づ
く
り
の
必
要
性
を
理
解
し
ま
し
た
。第
２
回
は
、受
講
者
の
各
町（
内
）会
で
地
域

福
祉
委
員
会
を
実
際
に
開
催
し
、各
町
内
の
中
で
支
援
が
必
要
な
方
な
ど
気
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。第
３
回
は
、各
町（
内
）会
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
も

と
に
、町（
内
）会
と
し
て
の
取
り
組
む
課
題
の
共
有
や
、そ
の
解
決
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト

を
学
び
ま
し
た
。

　
本
講
座
の
修
了
者
は「
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進
員
」と
し
て
登
録
さ
れ
、今

後
は
、地
域
福
祉
委
員
会
活
動
に
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
実
践
編
】開
催
中
！

　
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
実
践

編
】は
、ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】を
修
了
し
た
方

の
い
る
地
域
福
祉
委
員
が
次
への
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、全

３
回
で
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
第
１
回
講
座
は
、住
民
の
支
え
合
い
の
実
態
を
住

宅
地
図
に
記
入
し
て
、地
域
の
取
り
組
み
課
題
を
明
ら

か
に
し
、そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
支
え
合
い
の
取
り

組
み
を
考
え
る
手
法
で
あ
る「
住
民
流
支
え
合
い
マッ

プ
」（
住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所 

木
原
孝
久
所
長
考

案
）を
学
び
、参
加
者
は
課
題
の
気
づ
き
か
ら
解
決
に

向
け
て
考
え
る
重
要
性
を
理
解
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
講
座
で
は
、実
際
に
地
域
の
中
で「
住
民
流

支
え
合
いマッ
プ
」を
つ
く
り
、地
域
内
で
見
守
り
の
必

要
な
方
や
、生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
い
る
こ

と
を
見
つ
け
、自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
３
回
講
座（
12
月
８
日

（
火
））で
は
、第
１
回
、２
回
で
の
学
び
実
践
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
報

告
し
合
い
、更
に
実
践
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
実
践
編
は
、今
年
度
の
受
講
を
含
め
る
と
72
地
域
福
祉
委
員
会
が
修
了
し
て
い
ま
す
。

今
回
学
ん
だ「
住
民
流
支
え
合
いマッ
プ
」を
更
新
し
な
が
ら
、更
に
、地
域
で
の
見
守
り・

助
け
合
い
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

会場の 3密対策を十分に行い、
講座を開催しました。

緑が丘 2･4･8 地区福祉委員会 高座町地域福祉委員会

内教授より「町ぐるみで地域課題を考える
チームケアが重要」との話がありました。

地域福祉
委員会

特集!

下
開
発
町
地
域
福
祉
委
員
会

　
下
開
発
町
は
、
緑
が
丘
の
丘
陵
地
の
下
あ
た
り

に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な
と
て
も
住
み
や
す
い
地

域
で
す
。
し
か
し
、
五
十
九
世
帯
の
内
、
小
中
学

生
が
い
る
世
帯
は
六
世
帯
と
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

高
齢
化
率
は
三
十
五
・
八
％
と
な
って
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
の
み
活
倶
楽
部

も
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
内
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
遠
出

す
る
お
で
か
け
サ
ロ
ン
は
例
年
、
春
と
秋
の
二
回
、

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
ほ

と
ん
ど
行
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
粛
生
活
が
解
除

さ
れ
た
七
月
初
旬
、
密
を
回
避
し
バ
ス
は
定
員
の
半
分
に
抑
え
、「
七
ツ
滝
」や「
白

山
さ
ん
」で
の
芽
の
輪
く
ぐ
り
を
し
た
後
、
食
事
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
出
席
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
連
絡
会
で
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
貸
出
車
両「
つ
な
ぐ
号
」を
借
り
受
け
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
が
出
来

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
町
会
で
実
践
し
て
み
よ
う
と
話
し
合
い
、
早
速
、
十
月

か
ら
の
実
施
に
至
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
の
方
に
協
力
を
お
願
い
し
、
当
日
は
四

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
満
足
し
た
様
子
で
買
い
物
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
月一回
の
頻
度
で
す
が
、
買
い
物
支
援
の
継
続
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
買
い
物
支
援
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
先
日
数
年
ぶ
り
に
地
域
福
祉
委

員
会
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。
各
組
織
の
役
員
皆
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
町

内
全
体
の
こ
と
を
把
握
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
話
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
き
め
細
や
か
な
視
点
を
持
ち
、
地
域
福
祉

委
員
会
の
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第2弾フードドライブ　報告

たくさんの食品を
ご寄付いただき、

ありがとうございました！
　9月26日（土）・27日（日）ふれあいプラザ
にて、2回目のフードドライブを実施しました。
2日間でご寄付いただいた食品937件、約
417kgを「くらしサポートセンターのみ」を通
して、支援を必要としている方や子ども食堂
等にお届けし、役立ててもらいました。
　また、前回のフードドライブにご寄付いた
だいた食品をお渡した子どもたちから心温ま
る感謝の手紙が寄せられたので、当日、受付
場所に掲示しました。

　“フードドライブ”とは、ご家庭で眠っている食品を持ち寄り、
必要としている方 に々寄付する活動です

フードドライブフードドライブ にご協力
　お願いします！

【食品の受付】

[実施日時]  令和2年12月12日（土）・13日（日）
 2日間とも　10:00～12:00 
[受付会場]  寺井地区公民館　（寺井町ヨ47）

【ご寄付いただきたい食品（限定）】

★賞味・消費期限が1か月以上残っている
　未開封の常温保存食品
・米（白米、玄米）   ・菓子　・缶詰　・調味料　
・インスタント食品 ・レトルト食品　　・フリーズドライ食品
・乾麺（そうめん、うどん、そば、パスタ）
・飲料（ジュース、コーヒー、紅茶）
ご寄付いただいた食品は、支援を必要としている方や
子ども食堂等にお配りします。

能美市母子寡婦福祉連合会より寄せられた手紙

第３弾

★
今
年
度
、受
講
地
域（
地
区
）福
祉
委
員
会

地域福祉委員会活動ヒント探し講座【実践編】受講の様子

高
座
町
、緑
が
丘
２
地
区
、緑
が
丘
４
地
区
、緑
が
丘
８
地
区

（
福
祉
推
進
員
　
南
　
一
美
） （買い物を楽しみました）
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★「歳末助け合い入札展」
期間：１２月１１日（金）～１３日（日） 会場：寺井地区公民館

ぜひ、フードドライブと併せて入札にもご参加してみませんか！

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】修
了（
全
３
回
）

　
10
月
１
日
に
開
講
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
、

【
入
門
編
】は
、11
月
26
日
を
も
って
、全
３
回
の
講
座
を
終
え
ま
し
た
。今
年
は
、コロ

ナ
禍
で
あ
る
た
め
、感
染
予
防
対
策
を
と
り
、日
程
も
短
縮
し
て
行
い
ま
し
た
。参
加

者
は
、地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
福
祉
推
進
員
及
び
町
会
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
等

で
、26
町（
内
）会
か
ら
40
名
の
受
講
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
、金
城
大
学 

社
会
福
祉
学
部 

内
慶
瑞
教
授
よ
り『
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の

し
あ
わ
せ
づ
く
り
〜
新
た
な
時
代
で
の「
共
に
生
き
、寄
り
添
う
暮
ら
し
」を
探
そ
う

〜
』の
講
義
が
あ
り
、コロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、互
い
に
繋
が
り
合
い
、助
け
合
え
る

町
づ
く
り
の
必
要
性
を
理
解
し
ま
し
た
。第
２
回
は
、受
講
者
の
各
町（
内
）会
で
地
域

福
祉
委
員
会
を
実
際
に
開
催
し
、各
町
内
の
中
で
支
援
が
必
要
な
方
な
ど
気
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。第
３
回
は
、各
町（
内
）会
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
も

と
に
、町（
内
）会
と
し
て
の
取
り
組
む
課
題
の
共
有
や
、そ
の
解
決
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト

を
学
び
ま
し
た
。

　
本
講
座
の
修
了
者
は「
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進
員
」と
し
て
登
録
さ
れ
、今

後
は
、地
域
福
祉
委
員
会
活
動
に
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
実
践
編
】開
催
中
！

　
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
実
践

編
】は
、ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】を
修
了
し
た
方

の
い
る
地
域
福
祉
委
員
が
次
への
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、全

３
回
で
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
第
１
回
講
座
は
、住
民
の
支
え
合
い
の
実
態
を
住

宅
地
図
に
記
入
し
て
、地
域
の
取
り
組
み
課
題
を
明
ら

か
に
し
、そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
支
え
合
い
の
取
り

組
み
を
考
え
る
手
法
で
あ
る「
住
民
流
支
え
合
い
マッ

プ
」（
住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所 

木
原
孝
久
所
長
考

案
）を
学
び
、参
加
者
は
課
題
の
気
づ
き
か
ら
解
決
に

向
け
て
考
え
る
重
要
性
を
理
解
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
講
座
で
は
、実
際
に
地
域
の
中
で「
住
民
流

支
え
合
いマッ
プ
」を
つ
く
り
、地
域
内
で
見
守
り
の
必

要
な
方
や
、生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
い
る
こ

と
を
見
つ
け
、自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
３
回
講
座（
12
月
８
日

（
火
））で
は
、第
１
回
、２
回
で
の
学
び
実
践
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
報

告
し
合
い
、更
に
実
践
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
実
践
編
は
、今
年
度
の
受
講
を
含
め
る
と
72
地
域
福
祉
委
員
会
が
修
了
し
て
い
ま
す
。

今
回
学
ん
だ「
住
民
流
支
え
合
いマッ
プ
」を
更
新
し
な
が
ら
、更
に
、地
域
で
の
見
守
り・

助
け
合
い
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

会場の 3密対策を十分に行い、
講座を開催しました。

緑が丘 2･4･8 地区福祉委員会 高座町地域福祉委員会

内教授より「町ぐるみで地域課題を考える
チームケアが重要」との話がありました。

地域福祉
委員会

特集!

下
開
発
町
地
域
福
祉
委
員
会

　
下
開
発
町
は
、
緑
が
丘
の
丘
陵
地
の
下
あ
た
り

に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な
と
て
も
住
み
や
す
い
地

域
で
す
。
し
か
し
、
五
十
九
世
帯
の
内
、
小
中
学

生
が
い
る
世
帯
は
六
世
帯
と
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

高
齢
化
率
は
三
十
五
・
八
％
と
な
って
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
の
み
活
倶
楽
部

も
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
内
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
遠
出

す
る
お
で
か
け
サ
ロ
ン
は
例
年
、
春
と
秋
の
二
回
、

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
ほ

と
ん
ど
行
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
粛
生
活
が
解
除

さ
れ
た
七
月
初
旬
、
密
を
回
避
し
バ
ス
は
定
員
の
半
分
に
抑
え
、「
七
ツ
滝
」や「
白

山
さ
ん
」で
の
芽
の
輪
く
ぐ
り
を
し
た
後
、
食
事
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
出
席
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
連
絡
会
で
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
貸
出
車
両「
つ
な
ぐ
号
」を
借
り
受
け
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
が
出
来

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
町
会
で
実
践
し
て
み
よ
う
と
話
し
合
い
、
早
速
、
十
月

か
ら
の
実
施
に
至
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
の
方
に
協
力
を
お
願
い
し
、
当
日
は
四

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
満
足
し
た
様
子
で
買
い
物
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
月一回
の
頻
度
で
す
が
、
買
い
物
支
援
の
継
続
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
買
い
物
支
援
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
先
日
数
年
ぶ
り
に
地
域
福
祉
委

員
会
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。
各
組
織
の
役
員
皆
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
町

内
全
体
の
こ
と
を
把
握
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
話
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
き
め
細
や
か
な
視
点
を
持
ち
、
地
域
福
祉

委
員
会
の
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第2弾フードドライブ　報告

たくさんの食品を
ご寄付いただき、

ありがとうございました！
　9月26日（土）・27日（日）ふれあいプラザ
にて、2回目のフードドライブを実施しました。
2日間でご寄付いただいた食品937件、約
417kgを「くらしサポートセンターのみ」を通
して、支援を必要としている方や子ども食堂
等にお届けし、役立ててもらいました。
　また、前回のフードドライブにご寄付いた
だいた食品をお渡した子どもたちから心温ま
る感謝の手紙が寄せられたので、当日、受付
場所に掲示しました。

　“フードドライブ”とは、ご家庭で眠っている食品を持ち寄り、
必要としている方 に々寄付する活動です

フードドライブフードドライブ にご協力
　お願いします！

【食品の受付】

[実施日時]  令和2年12月12日（土）・13日（日）
 2日間とも　10:00～12:00 
[受付会場]  寺井地区公民館　（寺井町ヨ47）

【ご寄付いただきたい食品（限定）】

★賞味・消費期限が1か月以上残っている
　未開封の常温保存食品
・米（白米、玄米）   ・菓子　・缶詰　・調味料　
・インスタント食品 ・レトルト食品　　・フリーズドライ食品
・乾麺（そうめん、うどん、そば、パスタ）
・飲料（ジュース、コーヒー、紅茶）
ご寄付いただいた食品は、支援を必要としている方や
子ども食堂等にお配りします。

能美市母子寡婦福祉連合会より寄せられた手紙

第３弾

★
今
年
度
、受
講
地
域（
地
区
）福
祉
委
員
会

地域福祉委員会活動ヒント探し講座【実践編】受講の様子

高
座
町
、緑
が
丘
２
地
区
、緑
が
丘
４
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区
、緑
が
丘
８
地
区

（
福
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一
美
） （買い物を楽しみました）
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相談日のお知らせ
（令和2年12月～2月分）

開催場所：ふれあいプラザ

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
中止となる場合がありますので
本会ホームページをご確認願います。

● 弁護士無料法律相談 　要予約
13時30分～15時30分

参加申し込み不要 9時30分～12時00分

開催日
12月
 1月
 2月

 8日㈫　21日㈪　25日㈮
13日㈬　18日㈪　28日㈭
 9日㈫　15日㈪　22日㈪

※相談時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

民生委員・児童委員や人権擁護委員、行政相談委員が相談員として、住民の日常生活上の相談に応じ、
適切な助言等を行います。（秘密は厳守します）

● 心配ごと相談

くらしサポートセンターのみでは、新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、生活資金にお悩みの方へ
一時的な資金借入等の相談を受付けしております。

● 特例貸付相談

　 13時30分～15時30分

根上地区 毎月25日　 根上窓口センター
寺井地区 毎月 5日（12月は、4日） ふれあいプラザ
辰口地区 毎月15日 辰口福祉会館

これからの予定 令和2年12月～2月

共同募金　地域歳末たすけあい運動
（能美市共同募金委員会）

歳末助け合い入札展（寺井地区公民館）

2月●日（●）

12月11日（金）
〜

12月13日（日）

12月 1日（火）
〜

12月31日（木）

赤い羽根共同募金運動開始
　　　（能美市共同募金委員会）

ありがとうございました
・岡田商会（寺井町）
　　　　タオル一式

令和２年8月20日～11月18日寄付金御礼

【予約・問合わせ】　くらしサポートセンターのみ（☎58－6603）　★気軽にお問合せください

（敬称略）

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止・延期となる
　場合もあります。

地区 開催日 開催場所

根上地区 水曜日 西二口町公民館(コミュニティセンター)
寺井地区 木曜日 粟生コミュニティセンター
辰口地区 火曜日 岩内コミュニティセンター

地区 開催日 開催場所

開催場所：ふれあいプラザ

● 行政書士無料相談 　

開催日
12月
 1月
 2月

17日㈭
21日㈭
18日㈭

※相談時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

妊娠中の方や未就園の子どもとその親・祖父母などが気楽に集
い、ふれあいや交流を深めたり、気軽に子育ての相談をしあえるサ
ロンです。参加申し込みは不要です。サロンでは、先輩ママがスタ
ッフとなりママ友相談もしています。

● 親子サロン（ママ友相談）
参加申し込み不要 13時30分～15時30分

毎月第2水曜日

（ ）12月9日㈬、1月13日㈬
2月24日㈬

ふれあいプラザ

開催日 開催場所

高齢期を迎えての健康や暮らし方の不安、介護をしてい
ての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いません
か。「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお待ち
しています。どなたでも気軽にご参加ください。

● ほっとあんしんサロン
【問合わせ】　能美市社会福祉協議会（☎58－6200）　★気軽にお問合せください

要予約
13時30分～15時30分

▶緊急小口資金 ……… 主に休業された方向け　
▶総合支援資金 ……… 主に失業された方や休業が長期間続いている方向け
▶住居確保給付金 …… 住居を失うおそれのある方に対して、一定期間家賃相当額を支給します。

（※求職活動状況についてや、収入、預貯金の要件があります。）

申し込み不要

※2月は、春まちぽかぽかプロジェクトの為、第4水曜日。

春まちぽかぽかプロジェクト
2月21日（日）

〜
2月28日（日）

この入札展の収益は「地域歳末たすけあい募金」として、能美
市共同募金委員会に寄付されます。皆様、お誘いあわせの上、
一人でも多くの方のご来場をお待ちしています。

※緊急小口資金・
　総合支援資金の
　申込期限は、
　12月末までです！

エコキャップの受け入れについてのお知らせ

〔A〕エコキャップがワクチン接種を支援します

〔B〕エコキャップはリサイクルされます

持ち込み場所  能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、亀齢荘、G-Hills（ジーヒルズ）に
収集ボックスを設置しています。

情報 地域や生活を支えるエコキャップ

情報

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき誠にありがとうございます。

プルタブ以外にも、ベルマーク、古切手、使用済みインクカートリッジ等も集めています。ご協力お願いします。

プルタブの収集にご協力くださった方々を一部紹介します。（令和2年8月2日 ～ 令和2年11月17日の期間）

鈴木鉄工 1㎏、 辰口保育園 1.5㎏、 宮竹保育園 2.2㎏、 個人（匿名）1.5㎏　（敬称略・順不動）

株式会社 日本海開発

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告

　これまで、能美市社会福祉協議会でお預かりしていたエコキャップですが、5月末をもって受け入れ先であっ
たNPO法人「能美市作業所連合一歩」が受け入れを中止しました。
　今後は、新たに「株式会社日本海開発」で受け入れてもらうことになりましたので、直接、日本海開発へ持ち込
んでください。ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

　日本海開発では、エコキャップの回収ボランティアに取り
組んでいます。地域から集めたエコキャップを選別から保管
（破砕）まで行っています。その後、再生事業者に引き渡し、
その売却益の一部を認定NPO法人「世界の子どもにワク
チンを日本委員会（JCV）」へ送り、ポリオ（小児まひ）の子ど
もたちにワクチンを届けるJCVの活動を支援しています。

　ポリオワクチンの値段は1人あたり約20円です。エコキャップ約800個で約20円となります。エコキャップ
約500個で約1kgなので、800個では1.6㎏です。45Lのゴミ袋（大きいごみ袋）1袋分には約7kg（約4.3人
分のワクチン）になります。 ※買い取り相場の変動によりあくまでも目安です。

　プラスチックのリサイクル資源として、再生ペレット工場に送られ、リサイクル製品に生まれかわります。（例
えば ： ランドセル、スーツ、車の部品など）

　日本海開発では、エコキャップの回収ボランティアに取り組んでいます。地域から集めたエコキャッ
プを選別から保管（破砕）まで行っています。その後、再生事業者に引き渡し、その売却益の一部を
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」へ送
り、ポリオ（小児まひ）の子どもたちにワクチンを届けるJCVの活動を支
援しています。

 老人福祉センター
『白寿会館』『亀齢荘』よりご案内

相談やサロンでは、
必ずマスクの着用を
お願いします。

12月21日（月）は、
“ゆず湯”です。
お楽しみに♥

【年末年始のお休み】
　12月30日（水） ～ 1月3日（日）　
【定休日】
　白寿会館 … 毎週 火・土曜日
　亀齢荘　 … 毎月 第1・3日曜日

［お問い合わせ先］

① 飲料類以外のエコキャップは持ち込むことができません。
② 持ち込みの際は、前日までに日本海開発まで連絡をお願いします。
③ エコキャップは洗浄した状態で持ち込みをお願いします。
④ 受付時間は、月曜日から金曜日の9時～16時ただし、12時～13時は除く。

持ち込みの際の注意点

〒929-0126 石川県能美市山口町ワ27番地
株式会社 日本海開発　TEL 0761-21-6867

持ち込みの際には、
ルールを守って
いただきますよう、
よろしくお願いします。

① JCVに寄付された売却益でJCVは活動を進めています。
② ユニセフと連携して、世界のワクチン工場へワクチンを発注します。
③ 製造されたワクチンは冷凍のまま、空輸で支援国へ届けられます。
④ 各国の予防接種会場で子どもたちへワクチンを接種します。

※みなさんも、自宅、会社、学校などで捨ててしまうエコキャップを集めてみませんか。

① ② ③ ④

冬至！冬至！

歳末お見舞金贈呈
（地域歳末たすけあい募金が財源です）

フードドライブ  第3弾12月12日（土）・13日（日）

12月中旬
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相談日のお知らせ
（令和2年12月～2月分）

開催場所：ふれあいプラザ

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
中止となる場合がありますので
本会ホームページをご確認願います。

● 弁護士無料法律相談 　要予約
13時30分～15時30分

参加申し込み不要 9時30分～12時00分

開催日
12月
 1月
 2月

 8日㈫　21日㈪　25日㈮
13日㈬　18日㈪　28日㈭
 9日㈫　15日㈪　22日㈪

※相談時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

民生委員・児童委員や人権擁護委員、行政相談委員が相談員として、住民の日常生活上の相談に応じ、
適切な助言等を行います。（秘密は厳守します）

● 心配ごと相談

くらしサポートセンターのみでは、新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、生活資金にお悩みの方へ
一時的な資金借入等の相談を受付けしております。

● 特例貸付相談

　 13時30分～15時30分

根上地区 毎月25日　 根上窓口センター
寺井地区 毎月 5日（12月は、4日） ふれあいプラザ
辰口地区 毎月15日 辰口福祉会館

これからの予定 令和2年12月～2月

共同募金　地域歳末たすけあい運動
（能美市共同募金委員会）

歳末助け合い入札展（寺井地区公民館）

2月●日（●）

12月11日（金）
〜

12月13日（日）

12月 1日（火）
〜

12月31日（木）

赤い羽根共同募金運動開始
　　　（能美市共同募金委員会）

ありがとうございました
・岡田商会（寺井町）
　　　　タオル一式

令和２年8月20日～11月18日寄付金御礼

【予約・問合わせ】　くらしサポートセンターのみ（☎58－6603）　★気軽にお問合せください

（敬称略）

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止・延期となる
　場合もあります。

地区 開催日 開催場所

根上地区 水曜日 西二口町公民館(コミュニティセンター)
寺井地区 木曜日 粟生コミュニティセンター
辰口地区 火曜日 岩内コミュニティセンター

地区 開催日 開催場所

開催場所：ふれあいプラザ

● 行政書士無料相談 　

開催日
12月
 1月
 2月

17日㈭
21日㈭
18日㈭

※相談時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

妊娠中の方や未就園の子どもとその親・祖父母などが気楽に集
い、ふれあいや交流を深めたり、気軽に子育ての相談をしあえるサ
ロンです。参加申し込みは不要です。サロンでは、先輩ママがスタ
ッフとなりママ友相談もしています。

● 親子サロン（ママ友相談）
参加申し込み不要 13時30分～15時30分

毎月第2水曜日

（ ）12月9日㈬、1月13日㈬
2月24日㈬

ふれあいプラザ

開催日 開催場所

高齢期を迎えての健康や暮らし方の不安、介護をしてい
ての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いません
か。「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお待ち
しています。どなたでも気軽にご参加ください。

● ほっとあんしんサロン
【問合わせ】　能美市社会福祉協議会（☎58－6200）　★気軽にお問合せください

要予約
13時30分～15時30分

▶緊急小口資金 ……… 主に休業された方向け　
▶総合支援資金 ……… 主に失業された方や休業が長期間続いている方向け
▶住居確保給付金 …… 住居を失うおそれのある方に対して、一定期間家賃相当額を支給します。

（※求職活動状況についてや、収入、預貯金の要件があります。）

申し込み不要

※2月は、春まちぽかぽかプロジェクトの為、第4水曜日。

春まちぽかぽかプロジェクト
2月21日（日）

〜
2月28日（日）

この入札展の収益は「地域歳末たすけあい募金」として、能美
市共同募金委員会に寄付されます。皆様、お誘いあわせの上、
一人でも多くの方のご来場をお待ちしています。

※緊急小口資金・
　総合支援資金の
　申込期限は、
　12月末までです！

エコキャップの受け入れについてのお知らせ

〔A〕エコキャップがワクチン接種を支援します

〔B〕エコキャップはリサイクルされます

持ち込み場所  能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、亀齢荘、G-Hills（ジーヒルズ）に
収集ボックスを設置しています。

情報 地域や生活を支えるエコキャップ

情報

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき誠にありがとうございます。

プルタブ以外にも、ベルマーク、古切手、使用済みインクカートリッジ等も集めています。ご協力お願いします。

プルタブの収集にご協力くださった方々を一部紹介します。（令和2年8月2日 ～ 令和2年11月17日の期間）

鈴木鉄工 1㎏、 辰口保育園 1.5㎏、 宮竹保育園 2.2㎏、 個人（匿名）1.5㎏　（敬称略・順不動）

株式会社 日本海開発

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告

　これまで、能美市社会福祉協議会でお預かりしていたエコキャップですが、5月末をもって受け入れ先であっ
たNPO法人「能美市作業所連合一歩」が受け入れを中止しました。
　今後は、新たに「株式会社日本海開発」で受け入れてもらうことになりましたので、直接、日本海開発へ持ち込
んでください。ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

　日本海開発では、エコキャップの回収ボランティアに取り
組んでいます。地域から集めたエコキャップを選別から保管
（破砕）まで行っています。その後、再生事業者に引き渡し、
その売却益の一部を認定NPO法人「世界の子どもにワク
チンを日本委員会（JCV）」へ送り、ポリオ（小児まひ）の子ど
もたちにワクチンを届けるJCVの活動を支援しています。

　ポリオワクチンの値段は1人あたり約20円です。エコキャップ約800個で約20円となります。エコキャップ
約500個で約1kgなので、800個では1.6㎏です。45Lのゴミ袋（大きいごみ袋）1袋分には約7kg（約4.3人
分のワクチン）になります。 ※買い取り相場の変動によりあくまでも目安です。

　プラスチックのリサイクル資源として、再生ペレット工場に送られ、リサイクル製品に生まれかわります。（例
えば ： ランドセル、スーツ、車の部品など）

　日本海開発では、エコキャップの回収ボランティアに取り組んでいます。地域から集めたエコキャッ
プを選別から保管（破砕）まで行っています。その後、再生事業者に引き渡し、その売却益の一部を
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」へ送
り、ポリオ（小児まひ）の子どもたちにワクチンを届けるJCVの活動を支
援しています。

 老人福祉センター
『白寿会館』『亀齢荘』よりご案内

相談やサロンでは、
必ずマスクの着用を
お願いします。

12月21日（月）は、
“ゆず湯”です。
お楽しみに♥

【年末年始のお休み】
　12月30日（水） ～ 1月3日（日）　
【定休日】
　白寿会館 … 毎週 火・土曜日
　亀齢荘　 … 毎月 第1・3日曜日

［お問い合わせ先］

① 飲料類以外のエコキャップは持ち込むことができません。
② 持ち込みの際は、前日までに日本海開発まで連絡をお願いします。
③ エコキャップは洗浄した状態で持ち込みをお願いします。
④ 受付時間は、月曜日から金曜日の9時～16時ただし、12時～13時は除く。

持ち込みの際の注意点

〒929-0126 石川県能美市山口町ワ27番地
株式会社 日本海開発　TEL 0761-21-6867

持ち込みの際には、
ルールを守って
いただきますよう、
よろしくお願いします。

① JCVに寄付された売却益でJCVは活動を進めています。
② ユニセフと連携して、世界のワクチン工場へワクチンを発注します。
③ 製造されたワクチンは冷凍のまま、空輸で支援国へ届けられます。
④ 各国の予防接種会場で子どもたちへワクチンを接種します。

※みなさんも、自宅、会社、学校などで捨ててしまうエコキャップを集めてみませんか。

① ② ③ ④

冬至！冬至！

歳末お見舞金贈呈
（地域歳末たすけあい募金が財源です）

フードドライブ  第3弾12月12日（土）・13日（日）

12月中旬
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社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和2年12月1日発行 視覚に障がいのある方等で、広報誌の音訳
テープを聞いてみたいと思われる方は、社
会福祉協議会までお知らせ下さい。

第62号
地域で暮らす一員として、だれもがボランティア活動を行いたいものです。できることをできるだけ！

こちら側からの２ページは、ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ https://www.nomi-shakyo.jp

〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1　能美市ふれあいプラザ　2階
◉ 法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ ファミリー・サポート・センター （☎ 0761－58－6230　FAX 0761－58－6250）
◉ くらしサポートセンターのみ （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市社会福祉協議会 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 寺井あんしん相談センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市老人福祉センター 白寿会館 （☎ 0761－55－3149　FAX 0761－55－3149）
◉ 能美市寺井老人福祉センター 亀齢荘 （☎ 0761－57－2323　FAX 0761－57－4585）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp/vc

能美市ジュニアボランティアクラブ活動中‼報告

最新ボランティア登録数
11.6（R2.11.6 現在）2,353人（個人も含め）97グループ

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、
本会までご一報いただけると幸いです。

　能美市ボランティア連絡協議会の田中玉美会長より「ボランティアは相手を思いやるこ
とと、自分が出来ることから始めることが大切」とのお話を聞き、参加者全員で12月まで
の体験の心がまえを学びました。
　また、ボランティアグループの「能美市赤十字奉仕団チーム20」の指導により、車イス
やアイマスクの介助体験を通して、ボランティア活動の基本を学びました。
　その後、久木直子氏（中町在住）、本多裕子氏（東任田町在住）と共に体験して感じ
たことを話し合いました。

障がいへの理解（車イス・アイマスク体験）
を楽しく学びました。

障がいのあることや、日々の生活について話してもらいました。
子どもたちからは、疑問に思ったことなど、質問がいっぱい出されました。

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連載No.27　mama’s farm 吉川農園  上開発町

　市内の5保育園の年長児を収穫体験に招待して、23年になります。核家族化が進み、祖父母の畑の周りで子どもたちが遊ぶ姿はほと
んど見られなくなりました。自身が子ども時代は田んぼを走り回って遊び、祖母の野菜収穫を手伝って、毎日美味しい野菜を食べていまし
た。その豊かさを我が子にも教えてあげたいと思い、同時に他のお子さんにも経験さ
せてあげたいなと思って大根や小松菜の収穫体験を始めました。
　畑の匂いを嗅ぎながら、自分で収穫した喜びは少なからず思い出として残るので
はないかと考えます。小松菜を採る時は鎌の指導をして、手を切らないように見守りま
す。自分が収穫した野菜が気になり、おうちで調理の手伝いをしたくなるそうですよ。
　野菜の好き嫌いが少し減ってくれたらなという期待も込め、農家だから出来ること
で子どもたちを応援したいと思います。 mama’s farm 吉川農園　

吉川　香里
保育園児による小松菜の

収穫体験

★11月28日（土）　10：00～11：30　市ふれあいプラザ

★11月14日（土）　10：00～12：00　市ふれあいプラザ
・開講式・全体説明・ボランティアについて説明

・Withコロナ‼応援メッセージ（絵手紙）などの作成
　～福祉施設への展示～
★12月12日（土）　10：00～12：00　市ふれあいプラザ
・歳末たすけあい募金活動をしよう！
・Withコロナ‼応援メッセージを受け取った福祉施設職員の
　皆さんの様子を確認

能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

「ボランティアセンター」だより

 P.2 能美市社会福祉大会
 P.3 石川県社会福祉大会／能美たすかったわ～大賞作品募集
  ファミリー・サポート・センター養成講座閉講
  赤い羽根 街頭募金
 P.4 ヒント探し講座【入門編】修了／【実践編】開催中
 P.5 地域福祉委員会特集／フードドライブ報告・第3弾案内
 P.6 相談日のお知らせ／これからの予定／寄付御礼
 P.7～8 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

　地域では、コロナ禍のなか、感染症
予防対策をとりながら、少しずつ、い
きいきサロン等が再開されています。
参加者同士の身体的な距離は離れ
ていても、心のつながりを保ちなが
ら、“Withコロナ”で過ごしましょう。
　各あんしん相談センターでは、高
齢者の健康に関することや認知症予
防などの出前講座も行っています。

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。

目次

地域福祉推進のマスコット
のみんちゃん

Withコロナ！
感染予防を行いながら、活動中です！
Withコロナ！
感染予防を行いながら、活動中です！

親子サロン
（密をさけて開催しています。
　ママ友相談もあわせて行っています。）

ミニデイサービス ほがらか会
（距離をとって楽しくおしゃべり）

九谷町いきいきサロン
（寺井あんしん相談センターの出前講座を受講）
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